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ま え が き

我が国の経済情勢は大変に厳しい環境下にあります。長期不況停滞が続き国際的には 

海外市場の貿易摩擦•発展途上国および産油国の調整不和による資源エネルギー問題等 

が大きく報道されています。また国内的には新技術をはじめとする先端技術の伸展,消 

費構造の需要の変化・中小企業にとって早急な対応が求められています。

特に陶磁器業界の消費需要の低迷はきびしい環境の中にあり,活路開拓に業界も努力 

され,また産地においては,新素材による新製品の開発.それにともなうデザイン技術 

の対応.生産コストの低減化への新しい技術.その他実現のために技術力の充実を計っ 

ておられることと思います。当試験場においても業界ニーズに適応できるようにー曆の 

技術高揚に務め,積極的に技術開発を進めているところであります。

昭和57年度の年報は業界の技術に対応できるよう,珪灰石を利用した低火度素地や厨 

房食器の高強度アルミナ質妬器素他の開発研究をおこない.この素地利用によるデザイ 

ンの说作を計画しております。

伊賀分場においては伝統的工芸産地の指定にともなう伊賀焼素地の改良研究および耐 

熱困房食卓製品のデザイン開発について研究をおこなっております。以上の試験研究成 

果が業界に役立つことを期待しております。

三重県窯業試験場

場長 林 君 也



1.概 要

⑴沿

明治42年4月 津市に三重県工業邸場黛業部として設曜

三重衆工業晚場阴日市分場として,四日市市東阿倉川224番地に開投昭和元年12月

昭和9年4月 三重県窯業試験場として他立

昭和14年1月 阿山部阿山村丸柱に伊賀分場開設

昭和20年6月 戦災により本場建物,投備の全部を焼失

踞和22年9月 仮庁舎により業務一部開始

昭和35年3月 旧庁舎完備

昭和37年3月 国庫桶助金(技術指導施設:補助金)をうけ機器類設(R

四日市市東阿會川町788番地に新庁舎建投肴エ昭和43年2月

昭和44年3月 新庁舎落成

昭和44年3月 国庫補助(技術指導施設費補助金)をうけ開放試噸室設日(第2回)完了

昭和45年3月 国庫補助(技術指導施設會補助金)をうけ機器類設置(第3回)完了

国庫補助(技術指導施設賣襦助金)をうけ機器類股と(第4回)完了昭和50年3月

昭和55年3月 国庫補助(技術指導施設費補助金)をうけ機器類設眞(第5回)完了

⑵敷地と建物

A本 場

敷 地 11.307 trf

物 2_810的

(内 訳)

本 館 鉄筋コンクリート造2階建 1,433 屛

«作 楝 鉄骨 平 413讨

脂土 鉄骨 平 建屋 455 E

場海 平鉄骨 建 196 m*

原料演場 建鉄骨 平 屋 103 m*

変而室 鉄骨 平 屋 建 59浒

載 鉄骨 建平 屋 29洲

その他(ボイラー室, プロバン代康・渡廊下等) 122济

B分 場

敷 地 423 nf
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建物.................................................................. 218 m*

〔内訳〕

本 K ..........木造平屋建................................. .269 rrf

その他..........(倉庫・便所).....................................12洲

⑶ 組・と案務分担

昭和58年4月1日現在

所属 暇名 氏 名 業 務 分 担

場 長 林 君也 総 括

庶務課 卷矗蓋 

主任主事 

技能員

宮本義他

伊藤すみ子 

占市美智子

1.予算経理,庶務一般

(ゼーゲル雜の販充を含む)

装験課 試験課長

主

主任技師

技 師

岡森良次 

平賞 e 

青島忠義 

熊谷 哉 

稲垣・

1. 依頼队駿(化学的試験,物理的試験)

2. 窯業公害対策の研究指導

3. 原材料と副材料の応用研究

4. 陶磁器原料の品質首理の対策指導

5. 海外研修生の指導

研究室 研究室長

五任技師

技 師

臨時労務貝

熊野義雄 

水谷 了介 

三宅清路 

佐波平三郎 

国枝勝利 

伊溶磬ー 

服部正明 

伊藤 隆

水谷・子

1. 素地軸薬の試駿研究

2. 新製品の開発研究

3. 製造技術に関する研究指導

4. デザインの研究指導

5. ゼーケル維の首理と生薩

6. 研修生の指鼻及び海外研修生の指導

7. 依賴依贖(物理的拭駿)

伊賀分場 分場長

技 師

H

谷本藤四郎 

小林康夫 

北川幸治

1. 伊賀焼のデザイン,素地軸薬の研究指鼻

2. 依«!拭駿(試作,加工・物理的試験)
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予算

(単位:円)

歳 入

科 目 金 額

使用料及び手数料 1.9 5 0.。 0 0

財 産 収 入 9 1 5.0 0 0

諸 収 入 1 80.000

計 3,。 4 5.0 0 0

(単位:円)

歳 出

科 目 試験場費

賃 金 7 8 7.0 0 0

報 償 費 6 0.0 0 0

旅 !5 843,000

需 用 費 7,080.000

役 務 費 5 8 4,。 0 0

委 託 料 1,09 1.000

使用料及び 手數料 1 7 0,。 0 0

原 材 料 費 2 3 3.0 0 0

備 品 購 入 費 1 4 5,。 0 0

公 課 費 47.000

計 11.。 4 0.。 0 0



2•試験研究

⑴急須用妬器坏土の改良

1•まえがき

急須を主体とする茶器類の製造に用いる赤應 

古用妬器环土は,利用する各原料の性状が不安 

定であり,また焼成製品の光沢が市場の志向す 

るものより不足気味となっているのが現状であ 

る。そこで萬古陶砥器工業協同組合より•これ 

らの欠点を改良し,品質の安定化と•焼成製品 

の商品価値を向上させる妬器坏土の依頼研究が 

あったので,各原料の性状を把握し•その誠合 

試駿を行なった。

2,原冲と0R合試験

妬器坏土の安定化には,現在使用中の原料と, 

市販原料を単味焼成した結果より数棒類選んだ。 

調合には原料の極類を增すことと性状が安定し 

ている加工原料(水ひ物)を加えることにした〇 

光沢については,現業で成形時にできるくず土 

の添加と,陶石・長石,をー圈に用いること等 

によって各試験土を5〜6種煩の原料で10 

種類を调合した。利用した原料名と调合施囲は 

次に示す。

原料名 %

笠岡黄土 15 〜 25

・貴黄土 20 ～ 45

備戸黄土 15 〜 30

勝野青木節 15 〜 25

小名田木節 5 〜15

原水ひ蛙目 5 〜10

•育岩 20 ～ 35

研究室 水谷 了介

一部使用原料名

くず土 20

滝川陶石 15 〜 20

須通歯石 15 〜 20

釜戸長石 5

3•就駿方法

次験結果を製品に移行する可能性をろるため, 

在土の調製には現案の製造条件に合せ・トロ 

ンメルで100短凋合し,水200短加え48時間細 

鄙後,150目/寸ふるいを通過させた。その一 

部予備実駿としてホットミルで2«調合し,水 

4炫加えて.それぞれ製土した。次には»50m/ 

(1.5合)入り急須をは駿体として•数甘工場 

で,2〜3個焼成を行なった。またボットミル 

での製土のものは同型の用のみにしこ。

4.結 果

各M駿46土は成形性には大差はなかった。な 

お,長石,陶石を用いた坏土には一部や、雉点 

があった。各原料の调合・は黄土系が4〇〜50知 

で色调と素面が良好であり•木E!系は10-20 

%,水び粘土は5～10%が適！Sで何れも多億に 

なると焼結か進まず,光沢は減少した.比岐的 

低編度で焼結する青岩は2〇〜25务か良く,増加 

しても光沢は増さなかった.釜戸長石はや、光 

沢を増したが.一部に軟化して変形したものも 

あった。陶石は色调を現渠のものより明るくし 

素地面が滑らかになった。領通陶石を用いたポ 

ットミル細磨では.さらに光沢が加わった。く



ず土の添加では大きな効果は認められなかった。 

またこれら実験中工場によっては同一試験土で 

色調,光沢に相連ができ各社焼成条件の異なる 

現象も見受けられた。ポットミル細磨で製土を 

したものは,何れも表面が.きめ細かく滑らか 

であった。泣度ではポットミル細磨が,トロン 

メル細磨より細かく,各試験土の耐火度はSK 

17"～18 +であった。

5.考 察

光沢については各試験体の間で大きな相違は 

なく,決定する材料を得られなかった。また, 

一部の工場で良好となったものもありこれにつ 

いては焼成条件の差違によるものと考えられる。

各社焼成条件の異なる窯で同一結果を得るこ 

とは困難なことではないかと思う,耐火度はS 

K17-ではや、低く,製品の軟化変形の危険が 

伴い,SK18以上では光沢が劣るようである。 

またポットミル細磨の試験体は表面かきめ細か 

<.滑らかで光沢も增したのは,粒度が細かく 

なったことが原因であり,これは素地改良に重 

要な要因になると考えられる。卜Dンメル調合 

でも効果的な細磨条件から舊切な粒度にすれば 

更に改良出来るものと思われる。

10 14 18 22 26

ストークス径

30

(

射)

伝•W
M
y
-
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(2)高強度アルミナ質妬器素地の開発研究

研究室 佐波平三郎 服部正明

1. まえかき

現在,四日市で生産されている半磁器は素地 

土に天然産の原料を用いて配合し,焼成を行な 

っている。そのために焼成素地の機械的曲げ強 

さや耐熱性の点では脆弱である。そこで,人工 

原料である酸化アルミニウムを素地土に配合し. 

機械的曲げ強さを増加させることにより,耐熱 

性のある素地土を開発する目的で試駿を行なっ 

た。また,この素地に適合する軸薬の弱合試験 

についても並行して実施した。次にその離結 

果を報告する。

2. 素地土の!・合と試験結果

2.1 酸化アルミニウ厶40躬,木節粘土 30免, 

長石・ペタライト・コージェライト配合の素地 

±

使用した原料は酸化アルミニウムが住友化学 

の粗粒A 21.粘土は本山木節の特級,長石は 

大平長石の1級・ペタライトは南ア産,コージ 

エライトは市販の白色品,及び炭酸バリウムで 

ある。

素地土の编合割合は表1の通りである。試験 

体の作成には各素地土を2焜調合し,湿式粉砕 

した後・乾粉へ水分3鬼を添加し,プレス成形 

により試験体を成形した。試験体の寸法は80 X 

20x5〜6mで,その兩itは約30グラムである。 

また,プレス圧は1平方c»当り,210kgで30秒 

間保持した。焼成はガス窯で酸化炎により14時 

間で焼成し,1250 tにて1時問保持した。

焼成したM験体の収縮率•吸水率•白色度• 

熱線膨張率•膨張係数,及び曲げ強さを測定し 

た。その結果を表2に示す。

表12.1の素地土の凋合割合
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表2 2.Iの焼成試験体の試駿結果

表下段のBa符号はBaCO,を外割で5宙添加した素地土である。

ゝ\試駿項目

素地土
焼成収縮率

(«)
吸水率 

(*) 白色度 熱紛張率
(«) 7001

膨發係数
(>10 穴)70CTC

曲げ強さ 
(kg/af)

31 5.8 9.9 91.6 2 0.37 3 5.4 871
32 5.5 11.8 91.96 0.333 4.9 820
33 6.6 4.3 91.4 3 0.37 8 5.5 1088
34 6.7 6.9 91.74 0.3 91 5.7 938
35 6.3 9.3 91.6 5 0.3 71 5.4 625
36 8.2 0.54 91.00 0.397 5.8 659
37 7.3 5.6 9 1.。 9 0.3 9 4 5.8 1077
31 Ba 6.1 10.1 90.38 0.39 6 5.8 1000
32 Ba 6.0 9.9 90.7 5 0.390 5.7 956
33 Ba 7.7 0.5 88.。 7 04 17 6.1 1083
34 Ba 7.3 5.3 90.08 0.4 04 5.9 1061
35 Ba 7.0 7.4 90.3 7 0 3 84 5.6 907
36 Ba 9X) 0.0 5 8 7.3 3 0 4 20 6.2 1010
37 Ba 8.6 0.14 8 7.18 0.4 26 6.2 1108

2.2酸化アルミニウムの粒子径を変えて調 

合した素地土

酸化アルミニウムの微粒(日軽金のA31,A 

32H, A32I. A34 ),普通粒(日軽金 ©All. 

A12. A13 ).粗粒(住友化学のA21).8ffi 

類を各々に配合し・素地土を調合した。表3に 

その凋合割合を示す。次に試駿体を14時間で焼 

成し.1250ぐにて1時間保持した。

焼成した試駿体の収縮率•吸水率.曲げ強さ 

を測定した。その結果を表4に示す。

去3 2.2.の素地土の3S合割合と使用した酸化 
アルミニウムの品名(符号)と,その平均 
粒子径ー . (%)

木・粘土 大平畏石
コージ 
ェうn

4 〇 3 5 2 〇 5

酸化アルミニ ウムの&名二号 泣子 径

A21 (粗泣 ) 70～ 9〇“

A 11 (普通位) 40～ 6〇“

A 12 (" ) 40 ～ 6〇“

A 13 (- ) 40～ 60“
A31 (微泣) 4〜5
A32H (* ) 1
A32 I (" ) 1
A34 (- ) 3-4 A

表4 2.2の焼成整験体の試駿結課

表ド段のBa符号はBaCOjを外割で5 %添加 
した素地土である。

斜 焼成収縮率
(*)

吸水率 
(鬼)

曲げ強さ 
(M/&)

A 21 8.28 3.88 873

A 11 7.36 5.7 7 825

A 12 9.29 4.5.3 837

A 13 8.1 5 1221 512

A 31 8.37 0.01 848

A 32H 11.09 0.008 918

A 32 1 1252 0.0 11 795

A 34 9.71 0.011 878

A 21 Ba 9.80 0.0 3 1000

A 11 Ba 9.4 6 0.26 854

A 12 Ba 11.68 0.02 487

A 13 Ba 11.7 8 208 664

A 31 Ba 8.98 0.00 828

A 32HBa 10.7 9 0.00 883

A 32 I Ba 11.91 0.00 786

A 34 Ba 9.58 0.01 861
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2.3 酸化アルミニウムの配合率を40から50

鬼の素地土

使用の酸化アルミニウムは住友化学のW位A 

験体を14時間で焼成し・焼成温度は1230 *C.

12501.12801•及び1300 ぐで1時間保侍 

した。焼成試駿体の状験結果を表6に示す。

21で.表5に素地土の凋合割合を示す。次にM

表5 2. 3の素地土の调合割合

表6 2.3の試験結果

9 11—'----- 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
酸化アルミニウム 40 40 40 40 45 45 45 45 5〇 50

木節帖 土 25 30 35 35 20 25 25 30 25 25
大平長石 25 25 20 15 25 25 20 20 15 20
コ・ジュライト 10 5 5 10 10 5 10 5 10 5

炭酸バリウム 外割 5 ?を落加

素地
Nq

焼成温度 
(t)

焼成収縮率 
(«)

吸水率 
(«)

白色度
熱斐張率 

(«) 
700で

駝張係数
(xioVr)

700 T

曲げ强さ 
k«/c*

1230 0.10 0445 6.4 897
1 1250 98 0.0 2 86.2 1089
1 1280 〇 1274

1300 〇 1043
1230 F24 0 4 32 6.3 80?～

つ 1250 9.6 〇 86.2 1085
L 1280 〇 1358

1300 〇 1142
1230 223 0.4 37 6.3 865
1250 7.8 0.26 88 2 1226

〇 1280 〇 1386
1300 〇 1010
1230 1 0.42¢ 6.0 8F8
1250 6.9 0 22 89 6 1149♦ 1280 011 1373
1300 0.07 838
1230 0S4 0.4 34 67- 827

£ 1250 10.1 0 05 8 7.8 1253
1280 〇 1284
1300 〇 1236
1230 - 0.7 0 0 4 33 53 925

A 1250 94 0.08 88 7 1011
〇 1280 〇 1438

1300 〇 1151
12I7T 0.95 0.4 3 〇" 6.3 887

7 1250 9.1 013 8 7.9 1163
1280 〇 1372
1300 〇 1221
1230 075 0443 675

n 1250 8.2 0.19 88.0 1030
〇 1280 0 03 1450

1300 〇 1151
1230 5 02 04 2 1 6.1 882

Q 1250 5.9 0.7 1 91.3 1185V 1280 0.23 1335
1300 007 1060
1230 150 0.4 5 0 6.5 88?

1 n 1250 64 1.4 2 91.9 10801 V 1280 0.10 1399
1300 0.07 1125
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2.4以上の試験結果から.焼成素地の機械 

的強度を判断する曲げ強さの値で•実験2. 3の 

素地Na 3が焼成温度12 5 0でから1280での範 

囲内において最も良好であった。

次に.素地土の実用化試験を行うために.素 

地Na3を150«凋合し.ローラーマシン成形機 

を用いて•7インチ皿を成形し.また加圧耕込 

成形の方法により,各種形状の皿を作成した。

3.アルミナ妬廿用透明軸の試験

3.1試駿の指針

この試験では.施袖することによって素地の 

曲げ強度を增大させること・また施袖物が耐貫 

入性を有するとともに耐熱性が高いことを目標 

に試駿を行なった。これらの目標を満足させる 

ためには•柚の熟膨張係数を素地のそれより低 

くする,つまり圧縮軸をかける必要がある。破 

器の場合,適当な軸をかけると曲げ強度が約30 

免増大するといわれている。

素地の耐熱性は.素地自体の熱膨張係数が小 

さいことが重要であるが.施袖した場合.熱衝 

撃による軸の貫入防止のためには.やはり軸の 

熱彫張係数が素地より小さいことが必要とされ 

る。よって袖の塩基性成分のうち.KNa〇を 

少なくしMg 〇を多くすること.またA/I〇,. 

SiO!を溶け得る限り多くするのが有利である。

3.2透明袖の焼成

次験の指針により.表7に示す軸組成で試験 

を行なった。

表7透明袖ゼーゲル式組成

KNaO CaO MgO ZnO BaO A/2O 3 SiOi

1 0.15 0.4 5 0.4 0 0.4 5-0.6 0 4.0-5.0

2 0.1 5 0.3 5 0.30 0.1 5 0.0 5 0.5 〇〜0.6 〇 4.0-5.0

3 01 5 0.30 0.4 5 0.10 0.4 5-0.6 5 3 0-50

4 0.15 0.30 0.4 5 0.10 0.50—0.6 0 3.5** 4.5

5 0,20 0.80 0.4 5〜0.6 〇 4.5-55

6 0.2 0 0.60 0.2 0 0.4 0-0.6 0 4.0-5.0

7 0.2 0 0.6 0 0.2 0 0.4 0-0.6 0 3.5-5.0

8 0.20 04 0 0.4 0 0.4 0-0.6 5 3.5-5.0

9 0.2 0 0.35 0.3 5 0.10 0.4 5-0.6 0 3.0-4.0

10 0.20 0.25 0.4 5 0.10 0.5 0-0.6 〇 4.0-5.0

素地は表5の瑣合の中からNa 3 (アルミ 

ナ40鬼.木節35角 大平長石20知.コージェラ 

イト5%・炭酸バリウ厶5幼)を選んだ。この 

上を70 X 50 X 7 (-■)の板状試駿体に成形し. 

約800 tて素焼をし.ハケ刷りで施袖した。

素地Na 3の窺や張係数は.6.3 x1〇•*(室温 

〜7001)であるので,軸の熱・張係数をHall 

の線膨販係数因子からあらかじめ計算しておき. 

圧縮応力のかかる範囲を中心に迪を行なったC 

使用した原料は福腾長石,用石灰•仮焼亜給 

攀・仮焼タルク,炭酸パリウ厶•朝衅カオリン・ 

招岛珪石,土岐口蛙目である。
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温度差1801 
"180 T 
"21〇•C 
"210 *C

1250t.1時間保持(OF)の条件で焼成した 

結果,窯出しの時点で貫入のきているものはな 

かった。⑵,〔6〕のようにZnOが多い軸は,泡 

が多くかつ表面状態が悪かった。表7にはないが, 

KNaOが0.1モルでは不容で,最低0.15モノレ程 

度必要である。BaOは熱膨張係数を下げるには 

あまり有利ではなく,また気泡が残り易いとい 

う欠点がある。

全体的にピンホールが目立ったので,CaO分 

を石灰ではなく珪灰石からとった袖も試験した 

が,軸面はそれほど改善されなかった。しかし 

培融は良好になった。

3. 3耐熱試験

一般にセラミック製品の破壊強度は圧縮強度 

より引張り強度が著しく小さい。よって圧縮応 

力が発生する急熱興より,引張り応力の発生 

する急冷試駿の方が,苛酷な条件といえる。

本研究では,J1S(案)「陶磁器製耐熱食器」 

S 0000 -1983を参照し,水中急冷試験を行 

なった。鼓駿方法は,試験体を電気オーブン「強 

制熱風循環方式)で所定の温度に約30分間保持 

した後,水中に投入し,1日後,軸薬及び素地

表8 水中急冷試験⑴

格
格
格
格 

合

合
 

不
合
不
合
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3.4施袖素地の曲げ強さ

施軸することによって素地の強度が増大する 

ことは•3.1でも述べたが,耐熱性との関連を 

調べるために表10に示した3種の軸薬を素 

地Na 3に片面施軸し,施軸部分を下にして曲 

げ強さを測定した。Na Iは耐熱性の大きな軸. 

血2は中ぐらいの軸,血3は耐熱性の劣る軸を 

施袖した素地である。それぞれ試験体を10本づ 

3501 不合格

350 r 合 格400 r不合格
400 r " 450 で ”

4501 "

つ作製し,その平均を採った。軸の厚みは0.3

(素地の約20分の1)である〇

結果をろると,無軸素地より強度が増大した 

のはNa1だけで.それもあまり大きくは增加し 

なかった。ただ耐熱性との関連では,耐熱性の 

高いものが強度も大きいという比例関係が得ら 

れた。

の欠点の有無を調べた。ここでいう点とは・上 

記jis(案)によると.軸薬の貫入もしくは剥 

離又は素地の割れ,切れ(ひびわれ)もしくは 

ふろのことをいう。

結果を表8に示す。この表で不合格とあ 

るのはすべて軸薬の貫入であり,そのほとんど 

が軸面と無袖面の境界から入いる数皿の微細な 

眞入であった。これは実際の製品では(ハマ) 

からの微細な貫入に相当すると思われる。

また表8には釉性状も併記した。

結果をみると,〔1), (3J»〔8)系列で良好

な軸が多く得られた。SiO», Aム〇3とも多い 

ポイントで貫入がくるのは,博け不足からと思 

われる。〔5)系列のような石灰軸は,軸面中 

央に貫入のはいるものが多かった。

次に〔1),〔3),〔8)系列で,前述の微細 

な貫入は無視して,比較的目立った貫入を・合否 

の基準として耐熱試験を続行した結果が表9 

である。なお,温度差4501までの次験で,素 

地に欠点は出なかった。ゼーゲル式で,KNaO 

が0.20モルのC8)系列より•0.15モルの〔1), 

〔3〕系列の方が耐熱性良好である。

表9 水中急冷谊験⑵

X
0

〇◎

温度差
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表10施袖試験体の曲げ強度

軸No 軸系列とゼーゲル式 曲げ強さ
無牠素地に 
対する增加率 

3)

無袖 — 1196 —

Na 1

0.1 5 KNaO

0.3 0 CaO
0.6 0 A ムOs 4.5SiOz

0.4 5 MgO

0.10 ZnO

1291 + 7.9

Na2 (7)'

0.2 0 KNaO

0.6 0 CaO 0.5 5A/2Oj 4.5SiOz

0.20 MgO

1116 一 6.7

Nq3
(0.20 KNaO

(8)< 0.5 0A403 5.0 SiO,
1 0.80 CaO

1010 —1 5.6

4.斌作成形試験体の耐熱域験

ローラーマシン成形機により成形した7イン 

チ皿と加圧鋳込により成形した皿へ,軸薬の良 

好なもの2点,軸Aは(3〕系列で0.55 A60s, 

4.5SiOtと軸Bは ⑺系列で0.55 ALOs ,50 

SiO2を施袖し,ガス窯にて焼成した。焼成時 

間は14時間行い,1260での温度で1時間保持 

した。次に焼成試験体の3点を用いて耐熱試験 

を行なった。疝の方法は電熱オーブンを用い 

320 Xに加熱し,1時間保持する。その後,直 

ちに20での水中へ投入冷却する。冷却後に軸表 

面への亀裂発生の有無を弱べた。同一の迪体 

を用いて嬉裂が発生するまで繰反し威験を行な 

った。その結果,7インチ皿は繰返し試駿回数 

4回終了までは袖A,軸Bとも电裂の発生がな 

<,5回目で袖面に10bの長さの亀裂が発生し 

た。また鋳込成形による泣験体には3回目に軸 

Aの表面にIon程度のB!入があったが•軸Bは 

かなり貫入があった。

5.まとめ

妬器素地の耐熱性を良くするために,酸化ア 

ルミニウムを配合し,焼成試駿体の機械的強さ 

を増加させることによって,耐熱性の良好な素 

地と,その素地に適合する軸薬の開発試駿を行 

なった。その結果をまとめると次の通りである。

1) 酸化アルミニウム(住友化学のA21)を 

素地土に40%配合し,木節帖土30%,と残りを 

ペタライト・コージェライト,大平長石で配合 

した素地土を14時間で焼成し,1250でで1時 

間保持した。その結果・曲げ強さと吸水率の双 

方で満足する値が得られなかった。

2) 酸化アルミニウムの粒子径の違いが素地 

の焼結にどのような影響を与えるかを调ベるた 

めに.粗粒・普通粒.微粒の酸化アルミニウム 

8兩類を用いた素地土を调合した。試験体を14 

時間で焼成し.1250ぐで1時間保持した。そ
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の結果•酸化アルミニウムの粗粒A21を配合し 

炭酸バリウ厶5%添加した素地が良好であった〇

3) 酸化アルミニウムの粗粒A21を40知から 

50鬼の範囲内で素地に配合し,14時間で焼成し・ 

12301,125〇•C.12801：.及び13001 

の各温度で1時間保持した。その結果,1250 

でから1280ぐの焼成温度範囲で.素地Na3. 

の曲げ強さの値が最も良好であった。

そこで,素地土の実用化試駿を行うために, 

素地Na3.を150岫調合し,ローラーマシン 

成形機により,7インチ皿を成形し•また加圧 

踌込の方法により.各種形状の皿を成形した。

4) 耐熱妬器用透明軸としてはゼーゲル式で 

MgOが0.4モル程度のタルク透明軸が耐熱性が 

良好であった。また施軸素地の曲げ強度は軸の 

種類によって大きく異なるために,高強度を目 

標とするには軸の選択が重要である。

5)試作成形試験体の耐熱試駿の結果につい 

てはローラーマシン成形機により成形した7イ 

ンチ皿を電熱オーブンで3201にて1時間保持 

し.直ちに20での水中へ投:入冷却する。同一試 

験体を繰返し試験したところ4回終了までは軸 

の表面に亀裂の発生がなく, 5回目で軸表面に 

电裂が発生した。また鋳込成形による試験体は 

3回目に軸の表面に电裂が発生した。

我考文献

軸とその顔料,素木洋一著.

JIS(«) S0000-1983«「陶磁器製耐熱食器」
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⑶ 珪灰石を利用した石灰長石質陶器について

1.まえがき

現在,四日市には「低火度」と称する石灰長 

石質陶器かあり,石灰石が約9霧含まれている。

石灰分をある程度含む素地は,比較的低温で 

焼成できるという利点があり,これは,石灰分 

が焼成の際,非晶質物質と反応して•素地中に 

アノーサイトなどの結晶質物質を生成すること 

により,水和膨張の小さい素地が比較的低温焼 

成で得られるということである。

実際には,素地の石灰分として石灰石を利用 

しているため,その焼成温度は,110〇〜1150 

で程度を必要としている。

石灰長石質陶磁器素地に対して珪灰石を用い 

ることは,タイル工業などにおいて既に行なわ 

れており,いその効果として(1)焼成温度を低く 

できる.(2)迅速焼成が可能である,(3)乾燥・焼 

成収縮の減少,(4)水和膨張が小さい,(5)焼成体 

の強度が增加する,などがあげられる。« «

純粋な珪灰石の化学式はCaO • S iO!で表わ 

される。これから考えて「低火度」素地の石灰 

分として,珪灰石が利用できるものと思われ, 

石灰石と違って珪灰石は焼成の際に熱分解を伴

研究室 服部正明

〃 伊藤 隆

なわないので,素地の焼成密度の上昇や焼成体 

強度の増加が期待できる。さらに・より低温で 

の焼成が可能となることなども見込まれる。

そこで本研究では,石庆長石質陶磁器素地へ 

の珪灰石の添加および石灰分としての置換効果 

について調べ.珪灰石を利用することの可能性 

を検討した。

2.実 験

2-1•使用原料

本実駿に用いた原料は,中国産珪灰石,赤坂 

産石灰石,河合陶石】級,滝川陶石特級,平木 

陶石1級,勝光山口ウ石,平津長石,畑長石, 

瀬戸丸岡木節である。

この中国産珪灰石の鉱物組成は,X線回折の結 

果,ターワラストナイトと少量のカルサイトよ 

り成っていた。(図1参照)

また,この中国産珪灰石と赤坂産石灰石の化 

学組成を<表! > に示す。表1より,この珪灰 

石Fe,Os分が少なく,白さを要求される素地 

に適すると思われる。

各原料は,トロンミルで24時間湿式粉砕した 

後,105 "Cで乾燥した。

<表】>珪灰石と石灰石の分析値(鬼)

SiOl F ejOs TiO» CaO MgO K,0 NazO Ig ・Loss
中国産珪灰石1

46.88 0.34 0.13 0.02 47.20 0.35 0.05 0.02 4.53

赤坂産石灰石 0.20 0.11 0.03 — 54.64 0.93 — — 43.57
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<図1>中国産珪灰石のX線回折図

2-2.原料の調合

基礎となる素地の組成は,上記の原料を使っ 

て,陶石41.3%,木節28鬼,ロウ石14.5躬, 

長石!.1%,石灰石8.5%となる様に弱合した 

ものである。

この組成の素地に対して.珪灰石を添加した 

ものおよび石灰石との啓換をしたものを調合し 

た。その紐成を<表2>に示すが,ここでは石 

灰石以外の成分は常に一定であるので省略した。

このように調合したものを,ポットミルで4 

時問湿式混合し,石膏型上で練土状態として各 

試験体に供した。

<表2> 素地の組成(免)

石灰石1珪灰石 T 石灰石 珪灰石

W-1 8.5 〇 W — 7 〇 5

W- 2 8.5 5 W- 8 〇 10

W- 3 4 5 W- 9 〇 15

W- 4 4 10 W-10 〇 20

W・5 4 W-11 〇 25

W・6 4 20 I W-I2 〇 30

2-3.試験項目と方法

2-3-1.収縮率

適当な水分綴の練土を約90g採り•平らな石 

膏型の上で.長さ約14an.幅3〜4 mの板状試験 

体を作製し,ノギスでlOmのマークを長さ方向 

に入れ,乾燥収縮,焼成収縮を測定した。焼成 

温度は1100で,1120で,1140rとし,0.2

カンタル電気炉で30分間保持した。これは三 

窯試製ゼーゲルコーンで,ほぼSK3a, 4a, 5a 

焼成に相当するが,炉内温度分布は均一ではな 

<,位置によりやや差がある。

試験体は各焼成温度ごとに3本づつ作製し, 

結果はそれらの平均を採った。

2-3-2.ペッファーコーン成駿’)

务素地練土の水分量を変化させ,直径33«・・ 

高$40--( Ho )の円柱を作製し,1192gの円 

板を186-¢)®さからこの円柱に落下させ,変 

形した試料の高さ(Hi)から変形率H°/h, 

= 3.3に相当する含水率(理軍址基準)をグラ 

フ上で求め,この値をペッファーコーンの可塑 

性値とした。各練土の水分Mは100tで1日間



温風乾燥して秤最した。

2-3-3.抗折強度

試料は一旦105そで乾燥させ,粉砕(0.5“ 

アンダー)した上で.水分を3%添加した。こ 

のように調整したm料を30g採り,100 X2〇- 

の金型を用い.ハンドプレス210齢圧で離体 

を成形した。この狀駿体を用いて•かさ密度 

(後述)も測定するため.素焼をした後サンド 

ペーパーで表面仕上げを行ない.できるだけき 

れいな直方体になるようにした。

抗折強度は.は灣製作所製オートグラフP- 

100を用い.荷阪降ド速度10・・/・m,スパン幅 

8 anで測定し.次式により抗折強度(M)を求 

めた。値は•中体】〇本の平均値を採った。

3W^ W:荷重(収)

M—2ab‘ g :スパン幅(苗)

a :試料の幅(cm ) 

b :試料の厚さ(era )

2-3-4.かさ密度

抗折強度試駿体を用い.焼成後・重・と体積 

を測定し.かさ密度を算出した。

2-3-5.白色度

練土を.石青の押し型で60 x 60、5“の板に 

成形し.焼成後•カラーマシン(株)製光覚色沢 

叶で測定し,5個の平均値を求めた.

2-3-6.吸水率

吸水率は.収縮率,抗折強度,白色度各試験 

体について側定した。渊定方法は.乾媒ぐfitを 

瀏定した後,3時間煮沸し,吸水後車屋との差 

を吃煤重・で割って求めた。

2-3-7. X線回折

X線回折は,理学電機製自犯X«!回折装tRD 

-8Cを用い,CuKa»35kV- 15mA. Ni 7 

イルター,走査速度2^«1〇,スリット!°- 0.15 

■•-1°の条件で測定した。測定は勿末法により, 

焼成混度の相違による鉱物変化を調べた。

2- 3-8.熱膨張及び水和膨張度

練土を石責の押し型で,直径3.-»長さ約55 

■・の円柱体に成形し,焼成窯出し後,直ちにデ 

シケーターに保存し,水和膨張の影響を防いだ。 

熱牲張は,真空理工㈱製赤外線加熱横型熱膨張 

計を用い,昇温速度5で/の条件で700Pま 

で測定した。更に測定後の試料をオートクレー 

ブ処理(9気圧,1時問保持)し,再び熱能張 

を測定し,前回との6001における差をもって 

水和膨張度の目安とした。

3.就駿結果及び考察

3- 1.収縮率及び可塑性値

珪灰石を添加すると.乾燥収縮の低減がはか 

れるいとされているが,今回の試験ではく表3> 

のようになった。

く表3>乾煤収縮及びペッファーコーン試験

素地番号
乾燥収縮
(% )

練土の 
水分・阳

くンファーコーン 

乂間にょ加

W-1 6.41 23.85 26.5

W- 2 6.50 24.91 26.5

W- 3 5.78 24.50 25.6

W- 4 5.56 24.69 25.6

W- 5 5.76 25.33 25.6

W- 6 5.11 25.27 25.4

W- 7 5.82 24.41 25.9

W- 8 5.33 26.07 25.4

W- 9 4.79 25.43 25.1

W-10 4.67 24.91 24.8

W-H 4.42 24.95 25.1

W-12 4.70 26.32 26.0
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<表3>より珪灰石の增加につれて,乾燥収 

縮が低減する傾向にあることがわかる。ただ練 

土は,適当な柔かさになった時点で成形したの 

で水分fitが一定ではない。水分が多いと当然, 

乾燥収縮も大きくなるので,水分價を考慮に入 

れ,乾燥収縮の緬をみると.かなり規則的に低 

くなっていることがわかる。

次にペッファーコーン試験による可塑性値を 

<表3>に示す。各素地に明確な差異は見い出 

せなかったが,珪灰石が增えると,相対的に粘 

土分が減少するためか,可塑性値が下がる傾向 

にあるが,珪灰石の多いW-11,12では再び上 

昇している。これは,可塑性が向上したとは考 

え難い。珪灰石は針状結晶であるため,珪灰石 

の多い素地では成形時,水分を多くしても表面 

に黑裂を生じ易く,成形能はあまり良くない。

次に焼成収縮はく図2>のようになった。

く図2>焼成収縮率

焼成収縮は,石灰石を減らすと增大するが, 

同石灰景で珪灰石を増加させると,焼成収縮が 

itf少する傾向にある。しかし,珪灰石の多い素 

地(W - 6.11,12)では,1140r焼成で急 

激に焼き締まるため,焼成収縮も大きくなって 

いる。焼成収縮が增加に転ずるのは,1140で 

焼成でW 6, W-ll,1120*C焼成ではW- 

12であり•1100P焼成では一貫した诚少傾向 

を示しているoW-6, W-11は,CaO分とし 

て12鬼弱,W-12は約14鬼であり,一定のCaO 

饋を超えると急婚性を示すと考えられる。また 

焼成温度が高いほど少ないCaO Mで急激に焼き 

締まる傾向にあることがわかる。

3-2.かさ密度

現業の低火度素地は,かさ密度が小さく,こ 

れがひとつの特徴になっている。まえがきでも 

述べたが,珪灰石を使用した場合,石灰石のよ 

うに熱分解(CaCO, — CaO + COz )を伴 

なわないので,素地の気孔が少なく,かさ密度 

の増加が予想される。く図3>に各試駿体のか
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さ密度を示す。

かさ密度は•焼成収縮と同様の傾向を示し, 

相関関係はかなり高い°W-3. 4あたりでW 

-1より数%, W-8. 9では10鬼以上かさ密 

度が大きくなる。W-12の1140P焼成体の吸 

水率はほぼ〇になっており,かさ密度の上限は 

2.35付近と思われる。

か

さ

密

度

<図3>かさ

次に,かさ密度と吸水率の相関関係を<図4>

に示す。

かさ密度と吸水率の関係は,吸水率が小さく 

なるほど,かさ密度が大きくなる傾向にある。

その中でも1100*C,1120t焼成体に限って 

いえば,かなり高い相関関係を示す。1140P

密度

焼成体の場合は,吸水率が低くとも•かさ密度 

がそれほど増加しないことがわかる。これは,

1140I焼成において,試験体の体積収縮はあ 

まり起こらないか,試駿体内の開気孔が石灰分 

のSinteringによって閉気孔になる"ためで 

はないかと推察される。
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z-s
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く図5>吸水率(収縮率試験体)

か 

さ 

密 

度

*

-21-



3-3.吸水率

収縮率測定用試験体を用いて•吸水率を測定 

した。結果を<図5>に示す。<図5>はく図 

2 >.く図3 >のグラフを逆にした関係になっ 

ており•焼成収縮・かさ密度との相関関係の高 

いことがわかる。

1140t焼成で,特にW-6, 7. II,12で 

急に吸水率が低下しており,1140では過焼温 

度であるいと思われる。

3-4.機械的強さ

各素地の抗折強度をく図6 >に示したが,10 

本の試験体にかなりばらっきのあるものが多い。 

総じて,現業の低火度素地(w-1)よりは強 

度の增加がみられる。

忒料番号

く図6>抗折強度

抗折強度と吸水率の相関図く図7>をみると. 

W-12を除くと,吸水率の低下により強度が増 

加する相関関係が認められる。しかし,<図3> 

のかさ密度が減少するのに,抗折強度はほぼー 

定であること,W-12の1100T焼成のかさ密 

度は,w-iiのそれと変わらないのに,抗折強 

度は大きく増加すること,等不明な点も多い。 

これらの点は,抗折強度に寄与する要因がかさ 

密度や吸水率だけでなく,焼結時の鉱物変化に 

よるもの"かもしれないと考えられる。
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700

抗

折 600

強

度500

影

400

• W-1~WT1
〇 W-12

4 5 6 7 8 9 10 11 12
吸水率(鬼)

<図7>抗折強度 ー吸水率相関図

3-5.白色度

焼成体の白色度を<図8>に示す。11oor, 

1120t焼成では,珪灰石を用いた素地の白色 

度は,用いないもの(W-1)に比べてわずか 

に劣るようであるが,肉眼的に問題となる程の 

差ではなく,珪灰石瑞の増加に伴なう変化もほ 

とんど認［められない。

1140ぐ焼成では,珪灰石を用いた素地の方

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
試料番号 

く図8>白 色 度
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が明らかに白色度は低く.特に珪庆石覺の多い

W-6.11.12においてその傾向が著しい。

次に白色度と吸水率の相関関係をく図9>に 

示す。W-12は極端に吸水率が違うので除外し

<図9>白色度 ー吸水率相関図

てある。全体的に吸水率の増加に伴なって白色 

度も高くなっているが.素地の種類別にみると. 

各焼成温度における点を結んだ線の傾きは.a 

灰石の含有風が高いものほど大きくなっている。 

すなわち珪灰石嫌が多くなると,焼成温度の変 

化は吸水率よりも白色度に大きく影響すること 

がわかる。従って.白色度の点から言えば.珪 

灰石を用いた素地は焼成温度が童要であり.

1120T以下にすることが望ましい。

3-6.鉱物組成

<図1〇>は素地の種類別に.焼成温度による 

鉱物組成の変化を示したもので.X線回折の結 

果・存在が忍められた各航物の所定の回折面に 

おけるビーク高さをプロットした。a-石英は 

(!〇〇),アノーサイトは(2〇4 ), 〇ーヮラ 

ストナイトは(310). a-クリストバライト 

は(1〇1)•ムライトは(110 )の各面を採用 

した。

なお哇庆石は.1125で付近に gaの耘移 

点をもっているので•1140t, 1160-C焼成 

でaーワラストナイトの生成が予想されたが, 

x掠回折では他の鉱物の影晋もあり.出められ
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く図10>焼成温度による鉱物組成の変化(縦軸:ビーク高さ,横軸:焼成温度)

& a-石英 ふアノーサイト Si P -ワラストナイト クリストバライト "ムライト
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難かった。

く図9>から,1140P以下では,全般的に 

焼成温度の上昇に伴なって.a 一石英,。 ーワ 

ラストナイトの电は減少し,アノーサイト,a 

ークリストパライトのfftは増加していることが 

わかる。ムライトについては,珪灰石が15%以 

下の組成では焼成温度によらずほぼ一定であり, 

20鬼以上の組成では焼成温度の上昇とともに減 

少しているようである。

これから,焼成により素地中の石灰分がa- 

石英や非晶質のアルミノ珪酸塩等と反応して, 

アノーサイトを生成する”ことが推定され,珪 

灰石も石灰分として,この反応に寄与している 

ものと思われる。

1160^焼成では,1140で以下と全く逆の 

傾向を示すものもあり.非常に特異な状態を示 

しているが•a-クリストバライトおよびアノ 

ーサイトが減少するのは,高温による溶解が進 

むためと思われる。

<図11>は焼成温度別に,素地の種類による 

鉱物組成の変化を示したものである。いずれの 

焼成温度でも,珪灰石の多い素地ほどa一石英, 

ムライトは減少傾向にあり,アノーサイトは增 

加傾向にある。〇ーワラストナイトも増加傾向 

にあるが,焼成温度が高くなるとその傾向は弱 

くなり,全体的に回折ビークの高さが低く・残 

留する。ーワラストナイトが少なくなるようで 

ある。このことも,珪灰石が反応してアノーサ 

イトを生成することを示している。

a ークリストバライトは,1100l以下でど 

の素地にもほとんど協められないが,1120で 

以上では,挂灰石の多い素地ほど生成Uが増加 

する傾向にある。a —クリストバライトの生成 

はCaOが存在すると•触媒的作用により促進 

されるといわれており,1120P以上でのa — 

クリストパライトの上記のような傾向は珪庆石 

中のCaOの作用によるものと思われる。

このように1120I以上では,a —クリスト 

バライトの生成が顕菁であることから,焼成温 

度は1100で以下であることが望ましく,1105C 

以下で適度の焼結性を示す焼成温度範囲を見出 

す必要がある。

また石灰石を利用するW —1では,10801 

程度の温度でもかなりアノーサイトの生成がみ 

られるのに対し,珪灰石を使用した素地では, 

アノーサイトの生成は少なく,石灰石の方が珪 

灰石よりも反応性が良いと思われる。これは, 

石灰石が7 〇〇〜800でで熱分解を起こし,活性 

なCaOを生成する’。)ためであろう。

従って,珪灰石を用いた素地は,反応性の点 

からみると珪灰石の廠を相当多くする必要があ 

ると思われる。

3-7.熱膨張及び水和膨張度

700-Cにおける熱膨張係数を各素地について 

求めたが<図12>であるが,紐成や焼成温度の 

違いによる一定の傾向を見出すことはできない。 

しかし,石灰石を使用した素地に比べて,珪灰 

石使用素地の熱膨張係数が著しく異なることは 

ないようであり•問題はないと思われる。

<図13>に,HOOt, 1120 で,11401C 

焼成体のオートクレーブ処理前後での600Xに 

おける熱膨張係数の差を示した。この値が小さ 

いほど,水和膨張も小さいことが予想される。

水和膨張は冷却速度がゆっくりだと再結晶が 

おこる”ので小さくなる。今回試験したのは電 

気窯で.冷却はガス窯より提いので,水和膨張
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<図12> 7001における熱膨張係数

<図13>オートクレープ処理前後の600 Xにおける熱膨張係数差

が小さくでている可能性が強い。

<図13>をみると,同石灰石fitでは珪灰石が 

増加するに従って水和膨張度は小さくなって 

おり,HOOt焼成のW-7を除いて,水和膨 

張で問題になることはないと思われる。

珪灰石購の多い素地(W-5, 6.10,11,
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12 )では特に小さな値を示し,珪灰石が素地中 

の非晶質物質と反応して.結品質物俱を生成し 

たことを暗示している。

4.まとめ

石灰長石賞陶器において.石灰石と珪灰石を 

置換した紊地121tの焼成性状を検討し.次の結 

果を得た。

① 佳灰石を用いた素地は•乾燥収縮,吸水率 

が減少し.焼成収縮・かさ密度・抗折強度が増 

加した。これは珪灰石が焼成の際,石灰石のよ 

うに熱分解を伴なわないためと考えられる。し 

かし.同石灰石61では.珪灰石の増加に従って. 

焼成収縮.かさ密度が減少する。またCa〇の 

多い素地は1140t以上の焼成で急馆性を示す 

ようになる.

② 1120P以下の焼成では.白色度の変化は 

少ないが,珪灰石の多い素地は.焼成温度の上 

异により•吸水率はあまり変化せず.白色度が 

大きく低下する傾向を示す。

③ »成によって,0ーワラストナイト・アノ 

ーサイト,a-クリストバライト.ムライトが 

生成される。アノーサイトの生成址からみて, 

珪就石は石灰石より反応性が卷い。a ークリス 

トバライトは112or以上で.珪灰石の多い素 

地ほど増加する。ムライトは焼成汲度•組成の 

違いに対し変動力りない。

④ 水和膨張度は,同石灰石景で珪灰石の増加

以Eのような結果から.珪灰石量が15〜20免 

程度の素地を用い,現業より低い焼成温度で実 

用舐験を行なう予定である。

将辞本研究を行なうに当って.珪既石を提供 

していただいた金生興業㈱と.試験の一部を援 

助していただいた当/駿場研修生.姜美淑氏 

(KYUNG HEE UNIVERSITY* 

感期いたします。
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⑷試作研究

研究室 三宅清路

1•まえがき

従来,四日市万古焼の代表的材質である半喧 

器および耐熱陶器の試作,開発研究を行なって 

いるが,本年度は当試開発による新材質,省資 

源を目的とするカオリン質妬器・高強度化によ 

り耐熱性への対応をはかるアルミナ質妬器を加 

え試作,装飾技法の研究を行なった。以下にそ 

のおもな試作の内容をしるす。

2.内 容

2.1テーマ耐熱食器1(写真1～2 )

2.1.1 目的 生活構造あるいは生活意識の 

変化から生じる機能に対応する耐熱倉器の試作 

(56年度より継続,年報VOL16参照)

2.1.2経過今後需要が增大すると予想さ 

れる耐熱食器の一つにシチューポットがある。 

現在ではホー。ーを含めた金属器がその大半を 

占めるが•こげつきが少なく味がまろやか,保 

温性に優れるなどの長所から一部グルメ派に使 

用される傾向がみられ,これが一般に普及して 

行く可能性を含むものと思われる。そこで本年 

度は品種をシチューポットに定めた。容懺は核 

家族を対象にして2400CCとし・胸および蓋の 

形状は一定で.把手の変化により多品糠化が可 

能な成形法にした。炎による汚れ.料理材料に 

よる汚れを防ぐため鉄赤軸の吹付け施袖による 

濃淡を装飾技法として行なった。これはまたシ 

チュー類をおいしくみせる色であり•あきのこ 

ない長く使える食器を目的と・したものでもある。

把手は使用上の機能をそこなわない限度で遊

Nq 1

Na2

Nq3

Nq4
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戯性をもたせ•消費若の個性的な要求への対応 

をはかった。

素地・ベタライト系耐熱陶器

成形•手ろくろ

装飾法・錄赤軸吹付け

焼成•1210t, OF,電気炉

2.1.3構成シチューポット単品10種

2.2テーマ耐熟食器2 (写真3〜4 )

2.2I目的土鍋の新趣製品開発

2.2.2経過 上纖は万古焼の代表的産品で 

あるが•ほとんどの家庭で保有されており.市 

場拡大は期待できない状況である。

そこで現在の材質.技術の域内で製品化でき 

る.消費者の個性細分化の一つの極を対象とし 

た試作を企画してみた。

土鍋に求められる諸機能で亟要なものに収納 

性がある。とくに都市居住者にとって.あまり 

使用されず.大きな場所を占める土鍋は収納に 

困る器の一つである。しかし収納性を優先する 

と土鍋料理のもつ精神的な要素が失われる。そ 

こでこ、では収納性は後退させ.材質感を強凋 

する器を試みた。

テーマ2.1と同様に胴の形状は一定にし,把 

手を変えることにより多品種化が可能なものに 

した。火色軸を吹付けすることにより,形態と 

あわせハンドクラフト性のある製品にした。

素材・ペタライト系耐熱陶器

成形•手ろくろ

装飾法•火色軸吹付け.内部は白マット軸

焼成•1210T, OF»花気炉

2.2.3構成 土鍋単詰3種

2.3テーマ 半班器による食器の試作(写 

貞5 )
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2.3.1 目的 半磁器による装飾技法の研究

およびテーブルウェアの開発

2. 3.2経過 昨年度からの継続テーマであ 

るが.本年度は鉄下絵に赤絵を加え,半磁器に 

みられない技法を試みた。

形状は楮円を基本にし,強度を增すためにや 

、肉厚に成形した。

素 地・半俄器(工業組合並土)

成 形・圧力鋳込成形

装飾法・鉄下絵石灰亜鉛軸•赤絵

焼 成•12201, R F,ガス炉750ぐ上 

絵付

2. 3.3 構成 ティーカップソーサー,肉皿・ 

パン皿,ティーポット・シュガーボール

2.4テーマ 低級カオリン利用による妬器 

の試作(写真6～10)

2. 4.I目的従来捨てられていた低級カオ 

リンを利用して万古焼のイメージカラーである 

茶褐色の妬器素地を作り.これによる食器類の 

依作・装飾技法の研究を目的とする。

2. 4.2 経過 カオリン20%.酸化第一鉄6 

鬼含有で调製された环土を用いた。酸化焼成に 

よる素地の呈色は万古焼急須素地より浅く・乾 

いた肌面であるが,ほぼ相似系であると判断さ 

れた。しかし乾燥収縮率が大きく.ひずみ・き 

れなどの欠点が生じやすい素地であり•大きな 

器の成形には通さないことが判明した。そこで 

比較的小さい器.小皿.小鉢・凋味料入れ等の 

試作を計画した。基本的には部分施軸で一部素 

地面を見せる装飾法により.万古焼のイメージ 

を前面に出すようにした。

素地・カオリン質妬器

成形・手ろくろ•押型

Na 9

NalO

Nall

Nal2
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装飾法•乳白袖片身替り•同掛分け黒轴

焼成•11901C, OF,電気炉

2. 4.3 構成小皿2種,ボール2種•調味 

料セット2種,オードブル皿3種

2.5テーマ 高強度アルミナ質妬器(研一 

〇 )の装飾技法(写真11〜12 )

2. 5.1 目的 オーブン用食器試作のための 

装飾技法

2. 5.2経過テーマの材質は機械的強度を 

高めることにより耐熱性を得るものである。こ 

れによる電子レンジ.オーブン用食器試作のた 

めの装飾技法の研究である。装飾技法は1.素地 

によるもの•2.軸によるもの,3顔料によるも 

のを成み,そのなかで顔料によるものが材質に 

適した技法であると判断し,スクリーン転写と 

手描きを併用することを前提に行なった。顔料 

は市販の呉須を主にして,ピンク,黄,ヒワの 

3種との対比を試ろた。

素地・アルミナ質拓器

成形•圧力鋳込

装飾法•下絵,透明袖

焼成•12506 OF«ガス炉

2.5.3 構成 桁円皿試験体10種

3.あとがき

以上が本年度の鼓作研究の概要である。テー 

マ5の高強度アルミナ質拓器は装飾技法の研究 

にとどまったが,58年度も継続して試作を行な 

う予定である。

これらの試作品は昭和58年3月17日当試にお 

いて展示発表した。なおこれらのうちの一部は 

第20回陶磁器が験研究機関作品展にも出品し 

た。
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⑸ 伊賀焼伝統的工芸品の品質管理技術とデザイン開発

1•まえがき

今・キッチンスタイルからリビングスタイル 

まで.今日の消費肴ニーズに対応するデザイン 

開発が求められている。これから21世紀にかけ 

て社会や舞らしはどう変わってゆくのか…。本 

格的な余暇時代に入りつつある現在.消費者の 

求めているものを分析し.伝統的工芸品として 

の伊賈焼の品質宥理技術を確立し.それを現代 

の生活用品にいかに生かすか。本年度は伝統的 

製品である舸房食器の原料選択や処理技術を検 

討するとともに.現代の食生活に対応した耐熱 

食器素地の開発研究と試作を行なった。また伊 

貿牯土を利用した新輕素地の研究で得られた环 

土で室内用品であるカーテンリングと.島ヶ原 

地域に産する黄畦目帖土を使ったワインクーラ 

ーの試作を行なった。以下に内容と火作品写真 

を報告する。

2.内 8

2-A目的

耐熱食器素地を冇色にすることによって商品 

の«B性化をはかり•食卓用品としてのデザイン 

展開が促進される。

2 -A-1iA駿経過及び結果

®系ペタライト+赤土

⑧系ペタライト+伊賀エ組土・ FeO

。系 ペタライト+伊賀工組土 +木節粘土 +

FeO

血4

M作に使用した素地上は©系である。ド記に 

素地十.调合率を示す。
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ペタライト 50

伊買「組土 30

本山木節 20

FeO 1.5

E紀の兩合率による土の呈色はSK7. OF焼 

成で・にぶ赤味色.(dull red )であった。

2 -B目的

破器製品と同等の強度をもつ素地土を利用し 

た商品として.シンブルでカラフルなカーテン 

リングを泣みた。

2-B-1 伊賀粘土を利用した新趣素地の 

研究.(4)素地土調合試験.表5 No 2より黒蛙目 

27t本山木節18.釜戸長石10. 土楮陶石45.に 

陶試紅5.を加えてミル・合をした。

2-C目的

ワイン需要の増加にともない.食卓用品とし 

て定おしつつあるワインクーラーの試作である。 

リング状のユニットをスタッキングすることに 

よって冷却保持機能を高めることが出来る。ま 

た使用しない場合は.テーブル上の楽しむ小道 

具としても使用できる。

2- C-1 島ヶ原地域に産する黄蛙目粘土 

の単味队駿の結果9501. OF焼成にて美しい 

朱泥色を呈した。吸水率!6.36«

3.域作内容

3- 1(直火用オーブンウェアー)2棒

M質 試作土

成形 手口ク〇

装飾法 白マット,鉄茶マット•マスキン

グテープ。SK7, OF

目的 現代感覚のあるオーブンウェア。

Mテープを使用して何色素地をみ 

せる。

Nq5

Nq6

Na7

3-2 (パン)大・小

材H M作土

成形 手口クO

装飾法 白マット軸.ローヌキ・SK7.OF

目的 素地色を強舞したデザインである。

3-3 (ミノレクノくン)

材質 M作土
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成形 手口クn

装飾法 鉄マット軸SK7. OF

目的 上記同

3-4 (カーテンリング)

材質 2 -B-1の試験土

成形 型おこし

装飾法 透明袖・ネジビン・白無地カーテ
&

他材料 ン素地・パイプSK7, OF

3-5 (ワインクーラー)

材質 2-C-1の黄蛙目(三光鉱業)

成形 型おこし

装飾法 焼/. 9501 OF

4.あとがき

以上が本年度の試作と内容である。次年度も 

引き続き同じテーマで試作研究を行なう。

これらのM作品は6月6日.伊賀分場研究発 

表会に展示を行なった。
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3.依頼試験‘設備利用

項 目 件 数 項 目 件 数

X 線 分 析 162 焼 成 試 駿 165

化 学 分 析 656 加工試験等 109

物 理 試 駿 180 水 質 做 験 18

耐火度試駿 50 試 料 凋 整 103

熱膨張等試験 92 設’備 利 用 78

耐 寒 試 駿 9 計 1.622

4.技術相談指道
(1)技術相談指導

項 目 内 容 件 数

対 窯業原材料(陶石,長石,粘土,金属酸化物,顔料 1 A 16等)の選定,適正利用法•処理法

軸薬および素地 輸・素地の调整法,配合比の調整 305

製造技術 成形,乾燥,窯•炉材,熱噸•焼成 53

デザイン デザイン(パターン,形状,着彩法)および装飾技法 45

そ の 他 1

計 420

⑵巡回技術相談指導

対 象 巡回企業数 指 導 内 容

万古焼•伊賀焼 

陶磁器製造業及 

び県下瓦製造業

335

原材料,素地,

等の指導

袖,製造技術, デザイン,焼成技術,瓦
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(3)技術アドパイザー指導事業

指導 日数
対 象 地区名 指導企業数 指導事項

アドパイザー 職 員
1 ■

陶磁器製造業 北勢 15 72 45 陶磁器生産技術

陶磁器デザイン

伊賀 1 5 4 陶磁器生産技術

東紀州 1 3 3 陶磁器生産技術

計 17 80 52

⑷技術指導施設費補助事業による指導

テーマ名 項 目 件 数 備 考

県内産粘土の利用及び陶

磁器の改良

技術相談 

巡回指導 

講習・研修会 

展 示 会 

技術者の養成

140

295

4

2

68

最終年度

5.講習会,講演会,審査

(1)講ザ会・講演会の開催

名 称 年 月 •場 所 人員 
(A) 内 容

実 技講 習会 57. 8 当 試 14 墨絵技法

ユーセラミ ック講昔会 11 演古工業
会 館 26 セラミックスの低温焼結

12 24
ニューセラミックス"特に電気絶縁 
材料”の現状と今後について

デ ザイン 講演会 58. 1 当試伊賀
分 場

23
最近の陶磁器に対する消費者のニー 
ズとデザインの動向

実 技講 習会 3 当 試 10 陶彫技法

昭和57年度
陶磁器開発技術講習会

H 44 研究成果の発表

デ ザイン 講演会 H 44 いま消費者のもとめているもの
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⑵展示会の開催

名 称 年 月 場 所 内 容

陶磁器デザイン展示会

試作品展示発表会

57. 6

58. 3

萬古工業会館

当 試

地域特性を活かしたやきもの

試作品の発表と指導

⑶審 査

名 称 年 月 場 所 委 員 名

意匠登録審査会 57. 5 萬古工業会館 場 長 林 君也

6

〃 10

58. 2

四日市萬古焼陶芸展 57. 5

萬古急須品評会 9

第11回三重県発明工夫展 10
三重県工業技術 
セ ンタ ー 研究室長 熊野義雄

6.研修生の指導

名 林 期 間 人員 
(人)

内 容 担当者

海外窯業技術 
研 修 生

57. 4 --57. 6 2 素地及び軸薬の基礎的試験と自国 
原料の利用よ雑及び諸性状就験

伊濱啓一

57. 8 --57.12 2

特別研修生 57. 6--58 . 3 1
窯業原材料の化学分析,X嫁回折・ 
熱分析及び袖素地の泪整技術 熊谷 哉
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